
Ｎｏ. 項目 意見の要旨 意見に対する考え方 対応
意見
区分

1
基本目標３
ゆったり住めるまち

　城陽市の災害対策の積極性が伝
わってこないため、不安を感じる。
　現在のアクションプランに記載さ
れている主な取組・施策の２点（自
主防災組織の育成・支援、要配慮者
の避難支援）では「市民が安心・安
全に暮らせるまちづくり」というに
は足りない。

以下、具体例。
・危機・防災対策係の人員が減って
いるとのことで不安である。市民の
安心のために、人員を手厚くするこ
とを目標にすべき。
・水道について、災害時のリスクを
考え、自己水の保全の項目を入れて
みてはどうか。また、ウォーターPPP
導入による包括的民間委託により、
地下水が蔑ろにされる不安がある。
また、民間委託による職員の削減が
ないよう災害復旧ができる職員確保
の目標を掲げるとよい。
・体育館への空調設備が不十分で、
避難環境の改善が必要。スフィア基
準の導入を目指すべき。

　本計画の主な取組・施策につきま
しては、地方創生に寄与する全ての
取組・施策を記載することが困難で
あることから、例示として記載して
いるところです。
　記載取組以外にも、各所管課で策
定しております分野ごとの計画に基
づき各取組・施策を進めてまいりま
す。
　職員体制については、定員管理計
画に基づき、業務量を踏まえて体制
を整えています。また、体育館にお
ける空調設備については、現在検討
中の状況であり、いただいたご意見
は、今後取組を進める「市民が安
心・安全に暮らせるまちづくり」の
参考とさせていただきます。

原案の
とおり
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